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（木版画）

桐生の誇る日本の名画
大川美術館（№90）

狂歌入東海道・日本橋

1797年～1858年
歌川 広重

　
大
川
美
術
館
で
は
、
7
月
23
日
か
ら

9
月
11
日
ま
で
、
夏
休
み
に
む
け
た
企

画
展
「
東
海
道
五
十
三
次
漫
画
絵
巻
と

歌
川
広
重
狂
歌
入
東
海
道
」
展
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
美
術
館
は
、
歌
川
広
重
の
《
狂
歌

入
東
海
道
》
揃
い
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
と
い
え
ば
、

最
初
の
「
保
永
堂
版
」
が
も
っ
と
も
有

名
で
す
。
こ
れ
は
、
販
売
当
時
か
ら
人

気
を
博
し
た
も
の
で
、
以
後
広
重
は
、

何
度
も
注
文
に
こ
た
え
る
た
め
に
五
十

三
次
を
描
い
て
い
ま
す
。《
狂
歌
入
》
の

シ
リ
ー
ズ
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
画

中
に
狂
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。

　
ま
た
、「
江
戸
」
か
ら
「
大
正
」
の
時
代

に
な
り
ま
す
が
、
当
時
の
各
新
聞
紙
面

で
活
躍
す
る
岡
本
一
平
等
の
漫
画
家
た

ち
が
東
京
漫
画
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
会
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
自
動
車
で
東
海
道
を
め
ぐ

る
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
敢
行
し
ま
し

た
。
そ
し
て
各
地
で
の
ス
ケ
ッ
チ

を
も
と
に
制
作
頒
布
さ
れ
た
の
が
、

18
人
の
漫
画
家
に
よ
る
共
同
制
作

《
東
海
道
五
十
三
次
漫
画
絵
巻
》

（
1
9
2
1
年
）
で
す
。
今
回
の
展

覧
会
で
は
、
1
8
0
年
前
の
広
重

の
浮
世
絵
版
画
と
1
0
0
年
前
の

漫
画
絵
巻
と
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、

日
本
橋
か
ら
京
都
ま
で
宿
場
町
ご

と
に
展
示
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み

ま
し
た
。
展
示
室
ご
と
に
東
海
道

の
道
筋
を
示
し
た
特
製
の
地
図
を

掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
東
海
道

を
歩
い
て
旅
を
し
て
い
る
よ
う
に
、

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
お

も
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
企
画
展
に
あ
わ
せ

て
、「
特
別
出
品
」
と
し
て
東
海
道

五
十
三
次
の
起
点
と
な
る
日
本
橋
を

描
い
た
山
口
晃
の
マ
ン
ガ
『
趣
都
』
の

原
画
な
ら
び
に
版
画
作
品
《
新
東
都
名
所 

東
海
道
中
「
日
本
橋 

改
」》
等
を
展
示

い
た
し
ま
す
。『
趣
都
』
は
未
完
な
が
ら
、

日
本
橋
を
め
ぐ
っ
て
、
近
代
日
本
を
め

ぐ
る
辛
辣
な
文
明
批
評
に
も
な
っ
て
い

る
作
品
で
す
。

　
多
く
の
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
江
戸
時

代
の
浮
世
絵
版
画
と
大
正
時
代
の
漫
画
、

そ
し
て
現
代
の
マ
ン
ガ
、
こ
の
三
つ
の

時
間
を
超
え
た
「
名
所
」
イ
メ
ー
ジ
を

鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ち
ょ
う
ど
夏
休
み
で
す
の
で
、
ご
家
族
で

ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
お
も
い
ま
す
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）

大川美術館

新旧税務署長挨拶

第10回定時総会

青年部会

女性部会

税務署定期異動
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
氏
家
税
務
署
長

か
ら
桐
生
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
中
山

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
諸
井
と
同
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
署
管
内
は
、「
遺
跡
」
や
「
土
蔵
造
り
の
店
舗
」

等
の
街
並
み
が
残
さ
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継

ぐ
地
で
あ
り
、
ま
た
、
周
囲
に
山
々
が
連
な
る
水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
人
情
味
の
厚
い
土
地
柄
で
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
と
伝
統
の
息
づ
く
素
晴

ら
し
い
環
境
の
下
で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
光
栄

に
感
じ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解

と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ
き
経
営
者
を
目

指
す
者
の
団
体
」
と
し
て
、
ま
た
、
税
の
良
き
理

解
者
と
し
て
、
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
皆

様
の
自
己
啓
発
や
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と

と
も
に
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し

ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
大
変
心

強
く
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
ま
た
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
行
事
が
制

限
さ
れ
る
中
、
税
に
関
す
る
活
動
と
し
て
、
決
算

説
明
会
や
各
種
研
修
会
を
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
租
税
教
育
に
お
い
て
も
、
青
年
部
会
、
女

性
部
会
を
中
心
に
、
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
活
動

な
ど
、
様
々
な
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
正
し
い

税
知
識
の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
に
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
か
ら
税
に

つ
い
て
関
心
を
高
め
、
社
会
や
国
を
支
え
る
税
の

意
義
や
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
税
務
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
来
年
10
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
の
受
付
が
開
始

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
企
業
で
は
既
に
、
イ

ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
登
録

の
申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申
請
期
限
が
近

づ
き
ま
す
と
、
申
請
が
増
え
登
録
ま
で
に
お
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録
を

予
定
さ
れ
て
い
る
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

e

-

T
a
x
を
通
じ
て
早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し

て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、

事
業
者
の
皆
様
に
当
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
貴
会
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

制
度
の
周
知
・
広
報
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
関
東
信
越
国
税
局 

課
税
第
一
部
　
資
料
調
査
第
一
課
長
を
拝
命
し

転
勤
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
7
月
に
関
東
信
越
国
税
局 

総
務
部 

人
事

調
査
官
か
ら
桐
生
税
務
署
長
に
着
任
以
来
、
１
年

と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
津
久
井

会
長
を
は
じ
め
役
員
・
会
員
の
皆
様
に
は
税
務

行
政
に
対
す
る
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私

の
実
家
も
東
毛
地
区
に
な
り
ま
す
の
で
、
昔
か

ら
慣
れ
親
し
ん
だ
共
通
の
文
化
や
郷
土
料
理
な

ど
の
伝
統
が
息
づ
く
桐
生
税
務
署
で
勤
務
で
き

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
社
会
・
経
済
活
動
の
制
限
を
受
け
る
中
で

あ
り
ま
し
た
が
、
決
算
説
明
会
や
各
種
研
修
会

の
開
催
な
ど
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
に
関
す
る

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
租
税

教
室
へ
の
講
師
派
遣
や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
と
い
っ
た
租
税
教
育

活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大
な
ご
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
の
会

活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
に
接
し
、
税
務

行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
誠
に
心
強
い
限
り

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
も
在
任
中
は
、
本
会
、
青
年
部
会
、
女
性

部
会
で
開
催
さ
れ
る
講
演
会
や
研
修
会
、
総
会

な
ど
多
く
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

桐
生
法
人
会
の
皆
様
の
温
か
い
お
人
柄
に
接
し

た
こ
と
が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
経
済
・
金
融
情
勢
に
関
し
ま
し
て
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
を
受
け
た
資
源
価
格
上
昇

や
、
変
異
株
を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
動
向
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
先

行
き
不
透
明
な
中
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
も
何

か
と
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、
御
苦
労
が
絶
え

な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
桐

生
法
人
会
が
津
久
井
会
長
を
中
心
と
し
て
、
桐

生
の
地
に
受
け
継
が
れ
た
生
産
能
力
の
高
さ
や

地
域
の
結
束
力
を
も
っ
て
、
難
局
を
乗
り
越
え
、

更
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
と
し

て
、
引
き
続
き
、
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
在
任
中
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご

厚
情
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
離

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

桐
生
税
務
署
長

中
山

　治
美

　

離
任
の
ご
挨
拶

前
桐
生
税
務
署
長

諸
井

　
　明

　
－  ２  －
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定  時  総  会

　桐
生
法
人
会
の
第
十
回
定
時
総
会
が

五
月
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
、
桐
生
商

工
会
議
所
「
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
三
年
度
収
支

決
算
報
告
が
審
議
さ
れ
承
認
可
決
さ
れ

た

　ほ
か
、
令
和
三
年
度
事
業
報
告
並

び
に
令
和
四
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
書
が
報
告
さ
れ
た
。

　過
去
二
年
間
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に

よ
り
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
っ
た
が
、

群
馬
県
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
規
模
を
従
来
に
戻
し
て
開
催

さ
れ
、
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
並
び
に

経
済
講
演
会
・
会
員
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　▽
第
一
部【
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
】

株
式
会
社
山
田
製
作
所

　本
島
明
典
様

（
勤
続
十
三
年
）、
社
会
福
祉
法
人
広
済

会

　中
島
慶
昌
様
（
勤
続
十
三
年
）、

株
式
会
社
三
景

　広
瀬
正
樹
様
（
勤
続

十
年
）、
き
り
し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社

　石
井
達
也
様（
勤
続
七
年
）

に
対
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
津
久
井

会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。

　▽
第
二
部【
定
時
総
会
】
　

　津
久
井
真
澄
会
長
の
挨
拶
に
続
き
司

会
の
阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
総
会
出
席

者
（
委
任
状
含
め
）
の
報
告
を
行
い
、

定
款
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
津
久

井
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
録
署
名
人

と
し
て
須
永
博
之
理
事
並
び
に
松
島

和
代
理
事
を
指
名
し
議
事
に
入
る
。

第
一
号
議
案

　令
和
三
年
度
収
支
決
算

報
告
承
認
の
件

　議
長
の
指
名
に
よ
り

向
田
財
務
副
委
員
長
よ
り
説
明
並
び
に

小
島
利
夫
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
。

報
告
事
項
一  

令
和
三
年
度
事
業
報
告

　

阿
部
事
務
局
長
よ
り
説
明
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
。

報
告
事
項
二  

令
和
四
年
度
事
業
計
画

　

阿
部
事
務
局
長
よ
り
説
明
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
。

報
告
事
項
三  

令
和
四
年
度
収
支
予
算
及

び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

　阿
部
事
務
局
長
よ
り
説
明
し
原
案
ど

お
り
承
認
。以
上
で
定
時
総
会
を
閉
会
。

　▽
第
三
部【
記
念
講
演
会
】
　

　ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　浜
田
敬
子
氏
が

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
働
き
方
と
桐

生
・
み
ど
り
市
の
可
能
性
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　講
演
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
会
員

懇
親
会
を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ

り
人
数
を
絞
っ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

増
田
浩
三
副
会
長
の
開
会
、
津
久
井
真

澄
会
長
の
挨
拶
の
後
、
尾
花
克
彦
桐
生

第
十
回

　定
時
総
会

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

優良経理担当者表彰受賞者 講演会講師：浜田敬子氏

税
理
士
会
支
部
長
の
祝
辞
を
頂
き
、
出

席
者
一
同
の
親
睦
を
深
め
た
。

　定
時
総
会
資
料
は
桐
生
法
人
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
公
開
資
料
と
し
て
開

示
し
て
お
り
ま
す
。



第
十
回

　群
馬
県
法
人
会
連
合
会

通

　常

　総

　会

　（一
社
）
群
馬
県
法
人
会
連
合
会
の

第
十
回
通
常
総
会
が
六
月
七
日
前
橋

商
工
会
議
所
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
令
和
三
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
が
審
議
さ
れ
承
認
可
決

さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
四
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
・
第
三
十
九
回

法
人
会
全
国
大
会
群
馬
大
会
が
報
告

さ
れ
た
。

　今
回
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小 県法連定時総会

し
て
開
催
し
た
。
ま
た
、
同
日
議
案

審
議
終
了
後
に
全
法
連
功
労
者
表
彰

十
五
名
、
県
法
連
功
労
者
表
彰
十
九

名
、
福
利
厚
生
制
度
表
彰
五
名
が
受

賞
。
代
表
者
に
齋
藤
会
長
よ
り
賞
状

及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
、

来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、来
賓
紹
介
・

祝
電
披
露
を
行
い
、
総
会
の
す
べ
て
の

事
業
を
終
了
し
た
。

　

青年部会定時総会

本
会
受
賞
者

◆ 

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

増田浩三 副会長

須永博之 理事

◆ 

群
馬
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

桑原志郎 理事

柳　明彦 理事

　青
年
部
会
は
、
五
月
九
日
に
桐
生
商

工
会
議
所
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い

て
第
十
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　総
会
で
は
、
西
村
部
会
長
を
議
長
に

令
和
三
年
度
事
業
報
告
並
び
に
会
計
収

支
決
算
が
上
程
さ
れ
、
監
事
よ
り
監
査

報
告
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ

た
。
続
い
て
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）
の
発
表
と
各
委
員
長
に
よ
り
委

員
会
方
針
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
最
後

に
令
和
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）
が
提

出
さ
れ
承
認
を
得
て
、
議
案
審
議
が
無

事
に
終
了
し
た
。
会
員
交
歓
会
で
は
部

会
規
定
に
よ
り
卒
業
と
な
る
二
名
の
う

ち
出
席
し
た
佐
野
有
一
氏
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
入
会
し
た
五
名
の
う
ち
出
席
し

た
石
井
孝
典
氏
、
大
賀
あ
や
こ
氏
、

丹
羽
あ
ゆ
み
氏
が
抱
負
を
述
べ
、
来
賓

を
囲
み
参
加
者
一
同
の
親
睦
と
融
和

を
深
め
総
会
の
す
べ
て
の
事
業
を
終

了
し
た
。

　第
一
号
議
案

　令
和
三
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件

　令
和
三
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

実
施
さ
れ
た
事
業
報
告

　定
例
役
員
会

八
回
、
各
委
員
会
十
四
回
、
事
業
と
し

青
年
部
会 

第
十
回 

（
通
算
四
十
五
回
）

　定 

時 

総 

会

て「
税
務
研
修
会
」、「
租
税
教
室
十
回
」、

「
租
税
教
室
講
師
養
成
講
座
」、「
全
国

青
年
の
集
い
佐
賀
大
会
」
ほ
か

　第
二
号
議
案

　令
和
三
年
度
会
計
収

支
決
算
承
認
の
件

　収
入
の
部

一
、会
費
収
入 

6
6
4
，0
0
0
円

二
、事
業
活
動
費 

5
6
4
，8
6
7
円

三
、雑
収
入 

1
4
円

　

収
入
合
計 

1
，2
2
8
，8
8
1
円

支
出
の
部

一
、事
業
費 

6
9
5
，7
2
7
円

二
、会
議
費 

3
7
8
，2
0
4
円

三
、管
理
費 

1
5
4
，9
5
0
円

支
出
合
計 

1
，2
2
8
，8
8
1
円

　第
三
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
計

画
（
案
）
承
認
の
件

　第
四
号
議
案

　令
和
四
年
度
会
計
収

支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
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　女
性
部
会
は
、
五
月
十
一
日
に
桐
生

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
第
十
回
（
通
算

三
十
五
回
）
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　総
会
で
は
、
諸
井
明
税
務
署
長
他

来
賓
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
松
島
部
会
長

を
議
長
に
議
事
に
入
る
。

議
案
書
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　第
一
号
議
案

　令
和
三
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件

　第
二
号
議
案

　令
和
三
年
度
会
計

収
支
決
算
承
認
の
件

収
入
の
部

一
、会
費
収
入
3
2
5
，0
0
0
円

二
、事
業
活
動
収
入 

8
5
4
，5
7
1
円

三
、雑
収
入 

7
0
円

支
出
の
部

一
、事
業
費 

8
6
4
，2
5
1
円

二
、会
議
費 

2
1
0
，5
8
0
円

三
、管
理
費 

1
0
4
，8
1
0
円

　第
三
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業

計
画
（
案
）
承
認
の
件

　第
四
号
議
案

　令
和
四
年
度
会
計

収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

　定
時
総
会
終
了
後
、
桐
生
税
務
署
長

の
諸
井
明
氏
に
よ
る
「
脳
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
最
大
限
に
引
き
出
す
法
則
」

女
性
部
会 

第
十
回 

（
通
算
三
十
五
回
）

　定 

時 

総 

会

 

当
会
前
会
長

　

   

朝
倉 

泰 

氏 

逝
去

と
題
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　講
演
会
終
了
後
、
会
員
交
歓
会
を

三
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
全
て
の
行
事
が

終
了
し
た
。

　当
会
前
会
長
の
朝
倉
泰
氏
（
朝
倉
染

布
㈱
）
取
締
役
会
長
が
2
月
27
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　朝
倉
氏
は
昭
和
18
年
、
京
都
市
生
ま

れ
。
昭
和
43
年
に
染
色
整
理
業
の
朝
倉

染
布
㈱
に
入
社
し
、
同
62
年
6
月
に
5

代
目
社
長
に
就
任
、
平
成
19
年
か
ら
は

取
締
役
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
当

会
で
は
40
年
以
上
に
わ
た
り
法
人
会
活

動
に
積
極
的
に
参
画
し
、
平
成
9
年
に

常
任
理
事
就
任
以
来
、
桐
生
法
人
会
の

中
枢
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朝

倉
氏
は
数
々
の
要
職
も
務
め
、
地
域
振

興
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　葬
儀
は
3
月
11
日
、
し
め
や
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

令和4年7月10日現在

発　令　事　項
異　　動　　前 異　　動　　後

氏　　名 前　任　官　署氏　　名

署　　　　　長
局　課税第一部
資料調査第一課
課長
局　総務部
情報システム課
課長補佐

水戸署
税務広報広聴官

富岡署
個人課税部門
統括国税調査官

行田署
徴収部門
統括国税徴収官

局　徴収部
特別国税徴収官
主査
行田署
個人課税第一部門
統括国税調査官

諸井　　明

石黒　和之

大貫　哲史

三木　瑞枝 和田　一孝

総　務　課　長

徴　収　部　門
統括国税徴収官

個　人　課　税
第　一　部　門
統括国税調査官

富岡署
法人課税部門
統括国税調査官

伊勢崎署
法人課税第一部門
統括国税調査官

富田　裕二 渡辺　和昭
法　人　課　税
第　一　部　門
統括国税調査官

栃木署
法人課税第三部門
統括国税調査官

熊谷署
法人課税第二部門
統括国税調査官

小林　貞夫 鈴木　義明
法　人　課　税
第　二　部　門
統括国税調査官

氏家税務署長中山　治美

赤津　佳洋

関口　健一

桐生税務署定期異動に係る職員転出入の状況

朝倉　泰 氏
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地域社会貢献団体等支援事業地域社会貢献団体等支援事業

地域社会貢献活動に熱心に取組んでいる桐生市・みどり市地域内の公益法人やＮＰＯ法人等の各種団体の
方々を応援する「地域社会貢献団体等支援事業」は公募・選考の結果、令和４年度は次の８団体に交付決定
いたしました。

団体名 代表者 対象事業

（一社）きりゅう市民活動推進ネットワーク

きりゅう女性協議会

（公財）大川美術館

あいおい子ども食堂実行委員会

桐生地区更生保護女性会

MASHUP

特定非営利活動法人チャウス

Webタイムス笠懸

あつまれ！SDGs！ ～見て、聞いて、体験して、今日から始めよう！～

桐生駅前「花の植栽と手入れ」

2022　Natural Mind and Natural Color in KIRYU展事業

子ども食堂

薬物乱用防止啓発活動

福祉ラボ

アフターコロナに向けたニューノーマルな体験活動の調査・研究・実践事業

みどり市情報発信事業

近藤　圭子

武井由紀子

荒木　恵司

丹羽　政文

小島志津子

宮坂あつこ

加藤　正幸

武田　　勝

経営は、真剣勝負。法人会で、税の知識とﾈｯﾄﾜｰｸを。
福利厚生制度・会員増強にご協力をお願いします。
お取引先・お知り合いの企業・・・ぜひご紹介ください。

　法人会は全国で７０年を超える歴史ある、７５万
社が加入する経営者の団体組織です。税の活動を中
心に、国や地域への貢献を目指し、正しい税知識の
普及や税制改正提言、経営情報、各種福利厚生制度、
社会貢献活動、会員同士の交流親睦、会員サービス
向上など様々な活動を行っています。
　法人会の「異業種交流」は新しい発見や仕事の
繋がりへ発展する可能性を秘めています。

　また、企業が安定して繁栄するために経営者を
守る経営者大型総合保険制度やビジネスガード。
経営者・従業員を守るがん保険など様々なリスクを
カバーする法人会独自の優遇された福利厚生制度が
用意されています。
　未加入の企業をご存知の方、また福利厚生制度等
につきましては各支部の役員又は事務局までご連
絡、ご紹介をお願いします。

【事務局　TEL ４５－１２１１】

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会のホームページから無料で視聴できます。

　桐生法人会では、会社や自宅にいながらインター
ネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデ
マンドサービス」の提供を行っています。
　一流の講師陣による経営や財務はもちろん、

インボイス制度まるわかり講習会など１００タイ
トルを超えるセミナーを桐生法人会ホームペー
ジのバナーをクリックするだけで無料にて何時
でもお好きな時にご視聴いただけます。

桐生法人会　ホームページ　　http://www.kiryu-houjinkai.jp
会員ＩＤ：hj0815　　パスワード：1211

厚生・組織
会員サービス委員会

研修委員会

（受付順）
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公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会
部会員を募集しています。

事 務 局 〒376-0023
桐生市錦町3丁目1番25号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。 
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで、幅広い女性のグループが多様な
活動を行っています。 
　地域社会貢献活動においては、きめ
細かさや優しさが皆さんの好感を得て、
法人会活動に貢献しています。 

部会長：松島和代
会　員：67 名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育成
は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に
向けて飛躍するための研修会や多彩な
行事を開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動において
は、その企画力や行動力が大きな役割を
果たしております。 

部会長：西村英朗
会　員：115 名
年会費：6,000円

株式会社 増田コーポレーション
消防設備等設計・施工・管理

本　社 群馬県桐生市相生町3丁目446－17
TEL.0277-52-6631

事務所 群馬県伊勢崎市国定町 1 丁目34－1
TEL.0270-20-8885 〒376-0013　群馬県桐生市広沢町1丁目2528

　　　　　　TEL.0277-54-1657

株式会社 蛭間木工所

URL. http://www.hirumamokkousyo.co.jp
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群馬支社/

TEL 027-223-5260

群馬支店/

TEL 027-223-5771


